
 
 
 
 
 
 

 

情報通信技術（ICT）を活用した「建設現場の Wｅｂ監督」の試行について 

－ 建設現場の更なる生産性向上を目指して － 

 

１.試行箇所  

県土整備部で発注する工事 （別紙のモデル工事） 

 

２.Web 監督の導入メリット 

受発注者双方の業務効率化の促進 

 
☆「建設現場の Web 監督」とは   

受注者が WEB カメラ等により撮影した現場の映像と音声を、発注者側の担当者等へ同時

配信し、双方向通信により、リアルタイムで会話しながら、遠隔から建設現場の監督・検査業

務を行うものです。 

今回の試行は、「段階確認」や「材料確認」、「立会い」などを対象とします。 

県土整備部では、これまでに建設現場の生産性向上に向けて、測量から施工・検査に

至る全てのプロセスにおいて、情報通信技術(ICT)を活用した「ICT活用工事」などの取

り組みを行ってきました。 

これに加え、令和２年７月から新たな取組として、これまでは、現場で立ち会ってい

た段階確認などの監督・検査業務に対し、ICT技術を活用し、映像と音声により遠隔で

監督・検査業務などを行う「建設現場のWeb監督」の試行を開始します。 

試行導入により、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止や受発注者双方の業務効

率化などが図れ、建設現場の更なる生産性向上が期待できます。 

令和 ２年 ６月３０日 
県土整備部 建設企画課 
技術調査係 剣持、石坂 
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出先機関 

土木事務所等から現場状況を確認 

ICT 技術 
を活用 WEB カメラ等 

ＩＣＴ技術を活用し、現地の映像などを配信 

建設現場 

映像や音声を 
同時配信 

【出典：国土交通省のホームページより（一部写真等を加工）】 


